
履修系統図（カリキュラムマップ）全学共通科目教養教育科目

各学部学科の専門科目の履修系統図を参照
教職の履修系統図を参照

無印　4単位科目
*　　　2単位科目

　

1年～3年

文化人類学（２）

　文化人類学的なものの見方や、文化の多様
性を理解するために、日本やアジアを中心に
学ぶ。アジア研究の基礎知識や、人文社会科学
の多様な分野をつなぐ知識を学ぶ。

4年

専門教育科目
教職関連科目

教養教育科目

芸術学

　西洋・東洋における、美をめぐる人間の創造
的な営みとしての絵画・彫刻・音楽といった芸
術に対する多面的な理解を持ち、人間や文化
について幅広く体系的な教養を身につける。

宗教教育（２）

　宗教と社会構造・政治・文化・経済・身体・自
然環境との相互の関係を学ぶ。
　人文社会科学の多様な分野をつなぐ知識を
学ぶ。

区分 系統 学修・教育目標

宗教教育（１）

　この授業は駒澤大学の建学の理念である「仏
教の教義並びに曹洞宗立宗の精神」に基づい
て行われるものである。宗教全般についての
理解を深め、仏教および禅の基本的な歴史や
教義について概説するとともに、仏教が広
がった地域社会の生活や文化に与えた影響な
どについても学ぶ。また、これらの視点から、
人間が生きてゆくうえで直面するさまざまな
問題についても考える。

宗教学

　人間の営みとしての宗教についての学問で
ある宗教学を学ぶ。宗教学の基本学習として
宗教の多様性を学び、またそれらの宗教に見
られる共通性や特殊性を理解する。
　宗教学の発展的な知識として、現代社会にお
ける宗教のあり方を理解する。
　人文社会科学の多様な分野をつなぐ知識を
学ぶ。

文化人類学（１）

　人間の思考や生活の様式である文化につい
ての学問である文化人類学を学ぶ。文化人類
学の基本学習として、世界の様々な文化とそ
の担い手としての民族の多様性について学
び、また多様な文化に見られる共通性や特殊
性を理解する。
　外国研究における基礎知識や、人文社会科
学の多様な分野をつなぐ知識を学ぶ。

　演繹推論の妥当性や証明論、帰納推論・仮説
形成の方法の蓋然性などについての理解を通
じて、論理的・批判的思考を養成する。客観的
に事実を捉え、 意見を組み立て、 発信する力
を養成する。

論理学　

　西洋・東洋における伝統的な倫理観・倫理原
則に対する多面的な理解を持ち、人間、制度、
価値、幸福などについて幅広く体系的な教養
を身につけるとともに、現代の諸問題を倫理
学的な視点から考える批判的思考を養成す
る。

倫理学

　古代ギリシア以来の、人間の「知を愛する」営
みとしての「哲学」（フィロソフィア）に対する多
面的な理解を持ち、人間、文化、社会、自然に
ついて幅広く体系的な教養を身につけるとと
もに、現代の諸問題を哲学的な視点から考え
る批判的思考を養成する。

哲学

社会と宗教（１）*

社会と宗教（２）*

仏教と人間

自然と宗教（１）*

自然と宗教（２）*

西洋美術（１）*

日本美術（１）*

音楽（１）*

論理学（１）*

倫理学（１）*

宗教の見方（１）*

宗教の見方（２）*

世界の宗教（１）*

世界の宗教（２）*

現代社会と宗教（１）*

現代社会と宗教（２）*

論理学（３）*

応用論理学（１）*

倫理学（３）*

倫理学（５）*

倫理学（７）*

哲学（１）*

哲学（３）*

現代文明と哲学（１）*

論理学（２）*

論理学（４）*

哲学（２）*

哲学（４）*

現代文明と哲学（２）*

応用論理学（２）*

日本美術（２）*

西洋美術（２）*

音楽（２）*

倫理学（２）*

倫理学（４）*

倫理学（６）*

倫理学（８）*

東洋倫理（１）*

民族と文化（１）*

民族と文化（２）*

文化人類学概論（１）*

文化人類学概論（２）*

アジアの文化と社会（２）*

アジアの文化と社会（１）*

日本の文化と社会（２）*

日本の文化と社会（１）*

東洋倫理（２）*

比較思想特講

歴史哲学

日本宗教文化史

民衆宗教成立史

文化と宗教（１）*

文化と宗教（２）*



履修系統図（カリキュラムマップ）全学共通科目教養教育科目

各学部学科の専門科目の履修系統図を参照

DS・AIコア　　　：データサイエンス・ＡＩ教育プログラム　リテラシーレベル・コア科目

DS・AIｵﾌﾟｼｮﾝ　：データサイエンス・ＡＩ教育プログラム　リテラシーレベル・オプション科目（一部、専門教育科目もあります）

PASS　　　　　　：駒澤教養パスポート指定科目

演習ごとのテーマに沿って専門知識を習得
し、プレゼンテーションやフィールドワーク、レ
ポート、論文執筆を通して論理的に物事をと
らえ議論が出来るようになる

1　～　4　学年区分 系統 学修・教育目標

専門教育科目

教養教育科目

数理教育
情報教育

データ・AI 技術などを適切に活用できる基
礎知識と ICT スキルを身に着ける

自然科学教育 自然科学について体系的な教養を修得する

環境問題・自然災
害についての教育

現代の環境問題・自然災害を科学的に理解
し、その低減のために適切に行動できる素養
を身に着ける

教養ゼミ

ICTリテラシー

PASS

プログラミング入門

DS・AIｵﾌﾟｼｮﾝ、PASS

プログラミング発展

DS・AIｵﾌﾟｼｮﾝ、PASS

資源と環境を考える

現代の物理

現代の人類学

現代の化学

現代の宇宙像

気象と自然災害

確率・統計学発展

DS・AIｵﾌﾟｼｮﾝ、PASS

確率・統計学入門

DS・AIｵﾌﾟｼｮﾝ、PASS

化学の基礎

汚染問題を考える

宇宙科学入門

遺伝子と生命を考える

線型代数学発展線型代数学入門

生物学の基礎

数学の基礎

DS・AIｵﾌﾟｼｮﾝ、PASS

人類学入門

人類と自然科学 人類と宇宙環境

進化と生態を考える

自然観察実習自然科学へのいざない

物理の基礎

微分積分学発展微分積分学入門

地球温暖化を考える

地球と生命の歴史

地球システムと自然災害

太陽系・地球環境

システム入門

教養ゼミ

（1～2学年履修）
教養発展ゼミ

（3～4学年履修）

心理学の基礎

生命と環境

データサイエンス・AI入門

DS・AIコア、PASS

応用基礎レベル・オプション科目

（一部の学部のみ）

実践データサイエンス

DS・AIｵﾌﾟｼｮﾝ、PASS

環境についての科目

自然災害についての科目

ゼミナール



履修系統図（カリキュラムマップ）全学共通科目教養教育科目

各学部学科の専門科目の履修系統図を参照
教職の履修系統図を参照

無印　4単位科目
*　　　2単位科目

　

1年～3年 4年

専門教育科目
教職関連科目

教養教育科目

日本文化科目群

日本語・日本事
情科目群

区分 学修・教育目標系統

リテラシー科目
群

キャリア科目群

日本語特講（３）（1単位）

日本語特講（１）（1単位） 日本語理解（１）文章表現を学ぶ（1単位）

日本語リテラシー（１）*

日本語リテラシー（３）*

比較文化発展（１）*

日本文学を学ぶ（２）*

日本文学を学ぶ（４）*

日本語リテラシー（２）*

日本語リテラシー（４）*

比較文化発展（２）*

日本語特講（２）（1単位）

日本語特講（４）（1単位）

日本語理解（１）プレゼンテーション技術（1単位）

日本文学を学ぶ（１）*

日本文学を学ぶ（３）*

比較文化入門（１）*

日本語リテラシー（６）*

日本語リテラシー（５）*

日本語リテラシー（７）*

日本語リテラシー特講（１）*

日本語リテラシー特講（３）*

日本語リテラシー特講（２）*

日本語リテラシー特講（４）*

比較文化入門（２）*

歴史と文化を学ぶ（２）*歴史と文化を学ぶ（１）*

古典芸能発展（１）*

古典芸能発展（２）*

古典芸能入門（１）*

古典芸能入門（２）*

大衆文化を学ぶ（２）*大衆文化を学ぶ（１）*

子どもと文化発展（１）*

子どもと文化発展（２）*

子どもと文化入門（１）*

子どもと文化入門（２）*

日本文化の深層を読み解く（１）*

日本文化の深層を読み解く（２）*

日本文化の諸相を知る（１）*

日本文化の諸相を知る（２）*

日本文化の深層を読み解く（３）*

日本文化の深層を読み解く（４）*

日本文化の諸相を知る（３）*

日本文化の諸相を知る（４）*

テーマで学ぶ日本の位相（２）*テーマで学ぶ日本の位相（１）*

テーマで学ぶ日本の位相（４）*テーマで学ぶ日本の位相（３）*

日本語理解（２）文章表現を学ぶ（1単位）

日本語理解（３）文章表現を学ぶ（1単位）

日本語理解（４）文章表現を学ぶ（1単位）

日本語理解（２）プレゼンテーション技術（1単位）

日本語理解（３）プレゼンテーション技術（1単位）

日本語理解（４）プレゼンテーション技術（1単位）

日本語理解（１）キャリアデザインを学ぶ（1単位）

日本語理解（２）キャリアデザインを学ぶ（1単位）

日本語理解（３）キャリアデザインを学ぶ（1単位）

日本語理解（４）キャリアデザインを学ぶ（1単位）

日本語発展（１）文章表現を学ぶ（1単位）

日本語発展（１）プレゼンテーション技術（1単位）

日本語発展（２）文章表現を学ぶ（1単位）

日本語発展（３）文章表現を学ぶ（1単位）

日本語発展（４）文章表現を学ぶ（1単位）

日本語発展（２）プレゼンテーション技術（1単位）

日本語発展（３）プレゼンテーション技術（1単位）

日本語発展（４）プレゼンテーション技術（1単位）

日本語発展（１）キャリアデザインを学ぶ（1単位）

日本語発展（２）キャリアデザインを学ぶ（1単位）

日本語発展（３）キャリアデザインを学ぶ（1単位）

日本語発展（４）キャリアデザインを学ぶ（1単位）

日本事情特講（３）

日本事情（１）自然

日本事情特講（４）

日本事情特講（５）

日本事情特講（６）

日本事情（２）地理

日本事情（３）経済

日本事情（４）文化

日本事情（５）経営

日本事情（６）政治・法律

日本事情特講（１）

日本事情特講（２）

テーマで学ぶ言葉の力（２）*テーマで学ぶ言葉の力（１）*

テーマで学ぶ言葉の力（４）*テーマで学ぶ言葉の力（３）*

キャリアデザイン（１）* キャリアデザイン（2）*

キャリアデザイン（3）*

日本文化の基礎(1)

日本文化の基礎(2)

日本文化の基礎(3)

テーマで学ぶ文化の多様性（２）*テーマで学ぶ文化の多様性（１）*

テーマで学ぶ文化の多様性（４）*テーマで学ぶ文化の多様性（３）*

多文化理解の基礎(1)

多文化理解の基礎(2)

多文化理解の基礎(3)

多文化理解の基礎(4)



外国語第一部門 

2026年度履修系統図 

 

 CASEC得点 

300              450             600 

英語 IAa/英語 IAb 初級 中級下 中級上 上級 

英語 IBa/英語 IBb 初級 中級下 中級上 上級 

 

 CASEC得点 

300              450             600 

英語 IIAa/英語 IIAb 初級 中級下 中級上 上級 

英語 IIBa/英語 IIBb 初級 中級下 中級上 上級 

 

CASEC得点 

300                               500                                 620 

・実用英会話（日常生活編） 

・実用英会話（旅行編） 

・TOEIC (R) Listening I 

 

・ビジネス英語 I 

・英語プレゼンテーション
（実践） 

・TOEIC (R) Reading I 

・TOEIC (R) Listening II 

・TOEIC (R) Reading II 

・TOEIC (R) Speaking 

・TOEIC (R) Writing 

・ビジネス英語 II 

・英語プレゼンテーション
（応用） 

・英語ディスカッション Ia 

・英語ディスカッション Ib 

・学術英語資格試験 Ia

（読解） 

・学術英語資格試験 Ib

（聴解・会話） 

・英語アカデミック・ 

ライティング Ia 

・英語アカデミック・ 

ライティング Ib 

・英語ディスカッション IIa 

・英語ディスカッション IIb 

・学術英語読解 a 

・学術英語読解 b 

・学術英語資格試験 IIa

（読解） 

・学術英語資格試験 IIb

（聴解・会話） 

・英語アカデミック・  

ライティング II 

・英語多読・多聴 a                  ・英語多読・多聴 b 

・英語クリエイティブ・ライティング      ・パフォーマンス・イン・イングリッシュ 

 

【1～４年次履修科目】海外演習 

 



履修系統図（カリキュラムマップ）全学共通科目外国語科目（ドイツ語、フランス語、中国語、スペイン語、ロシア語、朝鮮語）

前期 後期
各学部学科の専門科目の履修系統図を参照
教職の履修系統図を参照

＊上記、〇〇には、ドイツ・フランス・中国・スペイン・ロシア・朝鮮の各言語が対応します。

１年

教養教育科目

専門教育科目
教職関連科目

複数言語教育

外国語教育

世界のコトバに出逢う

ドイツ語、フランス語、中国語、

スペイン語、ロシア語、朝鮮語
※朝鮮語は選択科目 IAab・IBab・Ⅱab のみ

区分 系統 学修・教育目標
2年次以上

多文化理解教育 様々な文化への理解を深める

前期 後期

選択科⽬（基礎）＊1

選択必修科⽬

選択科目（応用）*2

外国語第⼆部⾨担当科⽬ *３

〇〇語ⅡAb/ⅡBb (ⅡDb)

＊2 選択科⽬（応⽤）を2〜4年次のいつ、どの
ような組み合わせで履修するかは、各⾃の興味・
関⼼に合わせて選択してください。
【注】「〇〇語で学ぶ教養」は２・３年次履修推
奨科⽬です。

＊3「外国⽂化」や「外国⽂学を学ぶ」を1〜4年次のいつ履修するかは、各⾃の興
味・関⼼に合わせて選択してください。
【注】「外国⽂学を学ぶ(3)-(7)」は１・２年次履修推奨科⽬です。

〇〇語Ⅱa（選）

＊1  ここに⽰されているのはあくまでも履修の⽬
安です。選択科⽬（基礎）を１〜4年次のいつ履修
するかは、各⾃の興味・関⼼に合わせて選択して
ください。

外国⽂化（1）

外国⽂学を学ぶ（3）

外国⽂学を学ぶ（4）

外国⽂学を学ぶ（5）

外国⽂学を学ぶ（6）

外国⽂学を学ぶ（7）

外国⽂化（2）

外国⽂化（3）

外国⽂化（4）

外国⽂化（5）

〇〇語コミュニケーション Ab/Bb

〇〇語スキルアップ b

〇〇語で学ぶ教養（⼈⽂Ⅱ）

○○語で学ぶ教養（社会Ⅱ）

＊4「海外演習」（短期語学セミナー）の実施は、独・仏・中・⻄。
【注】4年次⽣が春季短期語学セミナーに参加した場合、「海外演習」の各科⽬に
おいて単位認定はできません。
協定校への「交換留学」が可能なのは、独・仏・中・⻄・朝。

ドイツ語（海外演習）

中国語（海外演習）

フランス語（海外演習）

スペイン語（海外演習）

〇〇語ⅠAa/ⅠBa 〇〇語ⅠAb/ⅠBb 〇〇語ⅡAa/ⅡBa(ⅡDa)

〇〇語ⅠAa/ⅠBa（選） 〇〇語ⅠAb/ⅠBb（選） 〇〇語Ⅱb（選）

〇〇語コミュニケーション Aa/Ba

〇〇語スキルアップ a

〇〇語で学ぶ教養（⼈⽂Ⅰ）

○○語で学ぶ教養（社会Ⅰ）



全学共通科目（保健体育科目）履修系統図（カリキュラムマップ）

1年 2年 3年 4年

教養教育科目 保健体育

　身心の健康維持に関する正しい知識を
身につけ、スポーツや身体運動の実践を
通じて、健康的で充実した社会生活を送
るための基盤を培う。さらに、主体的な
コミュニケーションを重ねることで、社会
の中で自らの力を発揮し活躍できる人材
となることを目指す。

区分 系統 学修・教育目標

健康・スポーツ実習

スポーツ・ウエルネス論Ⅰ スポーツ・ウエルネス論Ⅱ

スポーツ学

スポーツ・ウエルネス実習Ⅰ（後期基礎） スポーツ・ウエルネス実習Ⅱ（後期基礎） スポーツ・ウエルネス実習Ⅲ（後期基礎） スポーツ・ウエルネス実習Ⅳ（後期基礎）

スポーツ・ウエルネス実習Ⅰ（後期応用） スポーツ・ウエルネス実習Ⅱ（後期応用） スポーツ・ウエルネス実習Ⅲ（後期応用） スポーツ・ウエルネス実習Ⅳ（後期応用）

スポーツ・ウエルネス実習Ⅰ（前期基礎） スポーツ・ウエルネス実習Ⅱ（前期基礎） スポーツ・ウエルネス実習Ⅲ（前期基礎） スポーツ・ウエルネス実習Ⅳ（前期基礎）

スポーツ・ウエルネス実習Ⅰ（前期応用） スポーツ・ウエルネス実習Ⅱ（前期応用） スポーツ・ウエルネス実習Ⅲ（前期応用） スポーツ・ウエルネス実習Ⅳ（前期応用）

生涯スポーツ演習Ⅰ

（シーズン基礎A）

生涯スポーツ演習Ⅰ

（シーズン基礎B）

生涯スポーツ演習Ⅰ

（シーズン応用A）

生涯スポーツ演習Ⅰ

（シーズン応用B）

生涯スポーツ演習Ⅱ

（シーズン基礎A）

生涯スポーツ演習Ⅱ

（シーズン基礎B）

生涯スポーツ演習Ⅱ

（シーズン応用A）

生涯スポーツ演習Ⅱ

（シーズン応用B）
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【中学校教諭1種・高等学校教諭1種】

左項の各科目に含めることが必要な事項

（中学のみ）

教職実践演習

          

初年次必修科目

必修科目（講義系）

必修科目（演習・実習系）

実習

太い矢印は、履修可能な期間を示す

(原則、「教職入門」は1年次後期に、「特別支援教育」は3年次に履修するものとする)

教科及び教科の指導法に関する科目

大学が独自に設定する科目

教育実習

教科に関する専門的事項

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

細い線は、法定科目の各科目に含めることが必要な事項と本学の開講科目との関係を示す

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生

徒指導、教育相談等に関する科目

教育実践に関する科目

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含

む。）の理論及び方法

教育の基礎的理解に関する科目

教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。）

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

教育の方法及び技術

情報通信技術を活用した教育の理論及び方法

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解

教育課程の意義及び編成の方法

（カリキュラム・マネジメントを含む。）

道徳の理論及び指導法

中学校：総合的な学習の時間の指導法　

高等学校：総合的な探究の時間の指導法

特別活動の指導法

法定科目 1年次

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

生徒指導の理論及び方法

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

教育職員免許法施行規則第66条の6に定める

科目

2年次 3年次 4年次

日本国憲法

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項

（学校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）

体育

外国語コミュニケーション

数理、データ活用及び人工知能に関する科目又は情報機器の操作

教育制度・環境論

学習・発達論

教育課程論

特別支援教育

道徳教育の理論と方法

特別活動論・総合的な学習

の時間の指導法

教育方法論（ICT活用を含む）

教育相談

生徒指導論（進路指導を含む）

教育実習指導
教育実習A

教育実習B

教職実践演習（中・高）

各学科の開講科目

教育関係法規 教育情報学 教育哲学

教育評価 教育臨床心理学 宗教教育

視聴覚教育 道徳教育の理論と方法 総合演習Ⅲ (福祉・ボランティア)

学校経営と学校図書館 読書と豊かな人間性 学校図書館メディアの構成

情報メディアの活用 学習指導と学校図書館 教育史

教育社会学 教育調査 青少年問題研究

生涯学習概論Ⅰ 生涯学習概論Ⅱ

※２～４年次のいずれかで履修

教育実習

介護等体験

教育基礎論

教職入門

宗教科教育法Ⅰ

書道科教育法

英語科教育法Ⅰ

英語科教育法Ⅱ

英語科教育法Ⅰａ

英語科教育法Ⅰｂ

英語科教育法Ⅱａ

英語科教育法Ⅱｂ

商業科教育法

社会科教育法Ⅰ

社会科教育法Ⅱ

社会科教育法Ⅲ

社会科教育法Ⅳ

社会科教育法Ⅴ

社会科教育法Ⅵ

3年次終了時までに教育実習希望者は、中学校は20単位以上、高等学校は18単位以上修得のこと

国語科教育法Ⅰ

宗教科教育法Ⅱ

国語科教育法Ⅱ

各学科の開講科目
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必修科目

太い矢印は、履修可能な期間を示す

1年次 2年次 3年次 4年次

学校図書館司書教諭講習規程に定める科目

細い線は、法定科目の各科目に含めることが必要な事項と本学の開講科目との関係を示す

学校経営と学校図書館

学習指導と学校図書館

学校図書館メディアの構成

読書と豊かな人間性

情報メディアの活用


